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※本計画は、地域ワークショップ等の意見を基に作成したもので、大規模災害が発生した際の復興ま

ちづくりを議論するための検討材料となります（三間地域事前復興まちづくり計画本編のＰ５等を
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宇和島市事前復興計画の概要 

 

 １．計画策定の趣旨 

 南海トラフ沿いの大規模地震が30年以内に発生する確率は60％～90％程度以上といわれており、

最大クラスの地震が発生した際には、宇和島市においても甚大な被害が生じることが想定されてい

ます。この南海トラフ地震による揺れや津波は、市民の皆様の生命を脅かし、住まいや生業の場を

奪い去り、まちや皆様の生活の復旧・復興までに長期間を要する事態を生じさせる可能性がありま

す。 

 東日本大震災では、被災後の復旧・復興が長期化し、人口減少や地域活力の衰退につながる事態

が生じている地域が見受けられます。その要因の一つとして、復興後のまちの姿に対する住民の合

意形成に時間を要したことがあげられています。 

 そのため、南海トラフ地震等の大規模災害が発生したとしても、適切かつ迅速・円滑な復興の実

現を図るため、復興の手順や復興後のまちの姿を事前に検討・整理する宇和島市事前復興計画を策

定します。 

 

 ２．事前復興計画策定による効果 

 南海トラフ地震などの大規模災害が発生した場合、被災した箇所の応急復旧や災害復旧、避難所

の運営やり災証明書の発行等、市の職員は、多大な時間と人手を要する事態に陥ります。また、市

民においても、多くの人が住まいや仕事を失う等の混乱下に置かれることが想定され、復興まちづ

くりに向けた取組が進まない状況になることが想定されます。 

 復旧・復興の基本的な方針や必要となる取組等について、事前に検討・整理した「事前復興計画」

を作成しておくことで、大規模災害が発生したとしても、復興までの期間短縮や復興の質の向上、

適切化等が図られ、地域の活力や魅力の維持、人口流出の抑制等につながることが期待されます。 

 

 
図 事前復興まちづくり計画による効果 
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 ３．計画の位置づけ 

 宇和島市事前復興計画は、本市の総合的な行政運営の指針である「第２次宇和島市総合計画」、本

市のまちづくりの方針を定めた「宇和島市都市計画マスタープラン」、本市の防災対策等について定

めた「宇和島市地域防災計画」を上位計画とし、防災やまちづくりをはじめとした各種関連計画と

の整合・連携を図るものとします。 

 

 

図 計画の位置づけ 
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 ４．宇和島市事前復興計画の構成 

 宇和島市事前復興計画は、以下の３編から構成されます。 

 

復興ビジョン編 

大規模災害による被災状況を想定し、復興の目標や分野別復興方針等を検討して、法に基づ

く復興計画の概形を定める。 

 

復興プロセス編 

災害発生後に想定される復興手順や行政組織内における役割分担、関係機関との連携及びそ

の適切かつ迅速・円滑な復興に向けた平時からの取組等を定める。 

 

事前復興まちづくり計画編 

大規模災害による被災状況を想定し、著しい被害により面的な整備が必要となる市街地や集

落を対象として、まちや住まいの復興方針、復興のイメージ等を定める。 

 

 

 

図 事前復興まちづくり計画の全体像 
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第１章 三間地域事前復興まちづくり計画の位置付け等 

 

 １．本計画の位置付け等 

 三間地域事前復興まちづくり計画は、宇和島市事前復興計画を構成する「事前復興まちづくり計

画」の一つとして作成したものです。 

 本計画は、地域住民とのワークショップ（以下、「地域ワークショップ」と言う。）や東京大学復

興デザインスタジオ※の取組を通して、地域住民との協働で検討を重ねてきました。地域住民の意向

を踏まえながら、円滑な復興の実現に向けた計画として、更には、現時点の三間地域の災害に強い

まちづくりの実現や地域の維持・活性化を目指す計画としてとりまとめたものです。 

 また、本計画は、大規模災害が発生した際の三間地域における「復興まちづくり計画」の基盤と

なる計画としての役割を担うこととなります。ただし、本計画は、想定される最大クラスの被害を

想定した上で、復興まちづくりの方針等を検討したもので、次に起こる大規模災害の規模や被災状

況、発生時期の社会情勢等によって、地域住民等の意向も変化することが想定されます。大規模災

害が発生した際には、本計画を基本としながら、その時点の被災状況や地域の意向等を踏まえた上

で、柔軟な復興まちづくり計画の策定を行うものとします。 

 

※東京大学による「復興・事前復興の提案を目指すスタジオ型演習」としての取組。 

 

 ２．対象地域 

 本計画の対象地域は、三間地域とします。 

 なお、本市の事前復興ま

ちづくり計画におけるモデ

ル地域は、被害想定や地域

特性、事前復興の取組み状

況等を踏まえた 10 地域を

設定しています。本計画は、

復興支援拠点としての活躍

が期待される「⑨三間地域」

の計画として作成するもの

です。 

  
図 事前復興まちづくり計画作成候補の対象地域 
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第２章 三間地域の現況と課題 

 

 １．三間地域の概要 

 三間地域は、市の北東に位置する農林業地域です。三間盆地の地形を生かした県内屈指の米どこ

ろであり「みま米」の産地として知られています。 

 松山自動車道や県道等の道路網により、宇和島市街地や吉田、西予市、鬼北町等の四方に通じて

います。また、松山自動車道の三間ICの近隣には、道の駅みまが立地しています。 

 

（１）人口 

 三間地域の令和２年の人口は 5,347 人となっていますが、これまでの人口推移の傾向が続けば、

令和17年には4,221人（R2年比：78.9％）、令和27年には3,340人（R2年比：62.5％）まで減少

する可能性があります。 

 

 
図 人口の推移と見通し 

※平成 22 年から令和２年の人口増減の傾向が続くものと仮定して、コーホート変化率法を用いて独自に推計を

行ったもの 
出典：実績については国勢調査 
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（２）都市施設等 

 三間地域には、三間支所や三間公民館、コスモスホール三間、地域づくり推進事業所もみの木等

の公共・公益施設、Ａコープみま店やコンビニエンスストア等の商業施設が立地しています。三間

地域の玄関口に位置する道の駅みまは、産業振興の拠点として、また、防災道の駅（令和７年５月

選定）として重要な役割を担っています。 

 また、子育て支援施設や学校として、成妙小学校、三間小学校、二名小学校、三間中学校、北宇

和高等学校三間分校（※令和８年度末閉校予定）等があります。 

 道路網は、松山自動車道が通り、三間ICが位置しています。 

 

図 都市施設等 

 

   

  



8 

 ２．三間地域の災害リスク 

（１）揺れ 

 南海トラフ巨大地震が発生した際に

は、三間地域では震度６弱から震度６強

の強い揺れのおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）土砂災害 

 三間地域は、南海トラフ巨大地震の津波による被害を受けませんが、山裾には多くの土砂災害（特

別）警戒区域が点在しています。 

 

図 土砂災害（特別）警戒区域  

三間地域

図 震度分布 

参照：愛媛県地震被害想定調査結果（令和７年度） 
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 ３．三間地域の事前復興まちづくりに関する課題 

■まちの視点 

（１）地域の持続・発展 

 人口減少・少子高齢化が進行しており、災害発生の有無に係わらず、地域の持続・発展に向けた

検討を行う必要があります。 

 

（２）復興支援拠点としての役割 

 三間地域は、宇和島市の地域拠点として、重要な役割を担っています。また、南海トラフ地震が

発生した際には、津波による被害を受けない地域として重要な役割を担うこととなります。 

 大規模災害の発生直後から復興までの期間において、三間地域に求められる役割を踏まえたまち

づくちの検討を行うことが重要です。 

 

■住まいの視点 

（３）避難生活期や応急期、復興期における被災者の受入 

 南海トラフ地震等の大規模災害が発生した際には、宇和島市街地をはじめとした沿岸部の被災者

の受入先としての役割等を担うこととなります。 

 避難生活期や応急期における一時的な受入への備えとあわせて、三間地域での定住を促すなどの

取組により地域の活性化につなげていく視点が重要です。 

 

■くらしの視点 

（４）くらしを支える生活サービス等の充実 

 三間地域は、宇和島市の地域拠点として、支所や学校、認定こども園等の公共施設が立地し、地

域住民の暮らしを支えています。一方、店舗や病院等の施設が限られており、宇和島市街地や鬼北

町等に依存している状況にあります。 

 南海トラフ地震の発生後に、復興支援拠点として、また、被災者の受入先としての役割等を踏ま

え、都市施設の誘導や道路・公共交通ネットワークの強化等により生活サービス等の充実を図る必

要があります。 

 

（５）被災者への多様な支援を実現するための条件整備 

 「防災道の駅」として選定（令和７年５月）された道の駅みま等の拠点施設や、良好な広域道路

ネットワークを活かした復興支援拠点としての役割を果たすため、各種の条件整備等に取組むこと

が必要です。 
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■生業の視点 

（６）みま米に代表される第一次産業の振興 

 みま米に代表される農産物の生産拠点であり、農地を守りつつ、担い手確保等の農業振興を図

っていくことが必要です。 

 

（７）道の駅みまをはじめとする地域資源等を活用した地域振興 

 三間地域の玄関口となる道の駅みま、地域に点在する神社仏閣、豊かな農産物等を活かした地

域振興を図り、地域の活力や魅力を高めることが重要です。 
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第３章 三間地域事前復興まちづくり計画 

 

 １．復興まちづくりの基本理念等 

１-１．基本理念 

 南海トラフ地震等の大規模災害が発生した場合、復興支援拠点として宇和島市全体の復興を支え

るとともに、三間地域のにぎわいを高めるため、復興まちづくりの基本理念を以下のように定めま

す。 

 

 

 

 復興支援拠点としての役割を果たし、地域の維持・発展につなげていきます。また、安全・安心

な住まいの場としての魅力を活かし、暮らしやすいまちとしての充実を図り、住み続けたい、住み

たくなるまちづくりを目指します。 

 大規模災害発生時の復興支援拠点としての施設・機能・人材等の充実を図る 

 住んでいる人、避難してくる人にとって、住みやすいまちづくりを目指す 

 地域資源を活かした魅力あるまちづくりを目指す 

  

心安らぐふるさと三間を守るまちづくり 
仲間：今住んでいる方、被災者として住まいを確保する方を含めた仲間 

時間：大規模災害発生の有無に限らず、持続発展するまち 
空間：安全・安心な住まいとして、また、みま米を生産する農地や道の駅等の拠点、歴史、資源等を

守り継承 
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１-２．復興の基本目標 

 大規模災害が発生した際を想定した復興の基本目標等を以下のように定めます。 

 

復興の基本目標 
大規模災害が発生した際の 

三間地域の復興まちづくりの方針等 
復興事前準備（今、できること） 

まちの復興 

移住者の受入も見

据えたまちの維

持・発展 

■持続発展するまちづくり 

・応急期における一時的な人口増加、

復興期における人口の定着等に対

応し、持続発展するまちづくりを

目指します。 

■復興支援拠点としての地域資源等

の活用 

・応急期・復興期における沿岸部の被

災者受入や復興支援拠点等とし

て、土地や施設の有効活用を図り

ます。 

■「道の駅みま」の機能を高める条件

整備 

・高速道路IC、道の駅みま、三間中

心部等へのアクセス強化に向けた

道路整備 

■「道の駅みま」の拠点性向上 

・「防災道の駅」として、災害時の拠

点となる機能強化 

・三間地域の玄関口としての機能強

化 

・平時における多様な利用（地域特産

物販売、各種イベント等） 

住まいの復興 

安全な住まいの場

として選ばれるま

ちの形成 

■安全な住まいの確保と一体となっ

た地域づくり 

・地域住民が住み続けたい・住み続け

られるまちづくりを目指します。 

・大規模災害が発生した際に、安全な

三間地域の特性等を活かし、新た

な住民の受入等を行います。その

際、地域住民と新たな住民の交流

機会の創出等を図り、一体となっ

た地域づくりに取組みます。 

■応急期・復興期の住民の受入への

備え 

・応急仮設住宅の建設候補地の確保

に向け、民有地の活用に向けた検

討 

・被災者の生活再建の場として選ば

れるまちづくり 

・応急仮設住宅の確保に向けた準備

（県との連携、資機材や業者等の

確保等） 

■平時からの他地域との交流や合同

防災訓練 

・被災者等として三間地域での一時

的な住まいを確保すると想定され

る地域との交流機会の創出 

・沿岸地域との合同の防災訓練等に

よる地域の連携強化 

・地域の交流機会の創出等に取組む

体制整備や人材の確保 
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復興の基本目標 
大規模災害が発生した際の 

三間地域の復興まちづくりの方針等 
復興事前準備（今、できること） 

くらしの復興 

地域住民・被災者

等の様々な住民が

暮らしやすいまち

の実現 

■暮らしやすいまちとしての都市機

能等の誘導 

・人口減少下においても、生活に重要

な施設の維持・誘導を図ることを

目指します。 

■生活・交流の基盤となる道路・公共

交通の確保 

・道の駅みま等の平時及び災害時に

おいて拠点となる施設等を結ぶ道

路・公共交通ネットワークの強化

を図ります。 

・三間支所周辺の狭隘な道路の解消

を図り、安全・安心なまちづくりに

取組みます。 

■中心部の魅力向上 

・公共施設（支所、学校等）や商業施

設（Ａコープみま店）、宮野下駅等

の立地を活かし、新たな都市機能

（店舗や病院等）の誘導 

■地域内及び地域外へのアクセス強

化 

・災害発生直後や応急期における復

興支援拠点としての機能発揮に向

けた道路ネットワークの維持管

理、整備 

・応急期や復興期の人口動向に対応

する道路・交通ネットワークの整

備 

■道路網の強化 

・中心部の幹線道路の強化 

生業の復興 

地域に根付いた生

業の振興による活

力の維持 

■第一次産業の振興 

・みま米に代表される農産物の生産

拠点等としての振興を図ります。 

■道の駅みま等を核とした観光等の

振興 

・三間ICに近接し、三間地域の玄関

口となる「道の駅みま」を核とした

来訪者等の確保を図ります。 

・コスモス祭りなどの地域を特徴づ

けるイベント等による来訪者の確

保を図り、にぎわいのあるまちを

目指します。  

■第一次産業の振興 

・担い手の確保や育成、組織化等によ

る効率的な営農に向けた支援等の

充実 

■「道の駅みま」の拠点性向上（継続） 

・「防災道の駅」として、災害時の拠

点となる機能強化 

・三間地域の玄関口としての機能強

化 

・平時における多様な利用（地域特産

物販売、各種イベント等） 

■三間分校跡地等の活用 

・令和９年３月に閉校する北宇和高

等学校三間分校等について、地域

の活性化に資する活用方法の検討 
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１-３．三間地域の復興まちづくりイメージ 

 大規模災害により甚大な被害が発生した際に、まちの復興を図るためには、復興の姿等を示す復

興まちづくり計画を作成し、各種の復興事業等に取組むこととなります。 

 今回、検討した復興まちづくりイメージは、大規模災害による甚大な被害が起きることを想定し

た上で、どのような復興の姿を描くべきかを、地域ワークショップ等の機会を通して、地域住民の

皆様といっしょに検討を進めたものです。現段階から復興まちづくり計画の方向性等を検討してお

くことで、災害発生後の速やかな検討につながることが期待されます。 

 なお、次に起きる南海トラフ地震の規模や発生の時期、その際の住民意向等は、現段階とは異な

ることが想定されます。大規模災害が発生した際には、本検討結果をベースに議論をスタートする

こととし、被害の様相や住民意向を踏まえながら柔軟な検討を行うこととなります。 

 

 

図 三間地域の復興まちづくりイメージ 

  

■応急期・復興期の住民の受入（誘導区域）
・立地適正化計画における誘導区域をふるさと回
帰型応急仮設住宅の建設候補地として検討
・誘導区域内の活用可能な空家や空地の調査

■「道の駅みま」の機能を
高める条件整備

・高速道路ＩＣ、道の駅みま、中心部等
へのアクセス強化に向けた道路整備

■ 「道の駅みま」の拠点性向上
・「防災道の駅」として、災害時の拠点
となる機能強化
・三間地域の玄関口としての機能強化
・平時における多様な利用（地域特産
物販売、各種イベント等）

■中心部の魅力向上
・公共施設（支所、学校等）や商業施設
（Aコープみま店）、宮野下駅等の立
地を活かし、新たな都市機能の誘導

■道路網の強化
・中心部の幹線道路の強化

■三間分校跡地の活用
・令和９年３月に閉校する北宇和高等
学校三間分校の活用
・地域の活性化に資する活用方法の
検討

■応急期・復興期の住民の受入（地域全体）
・応急仮設住宅の建設候補地の確保に向け、民有地
の活用に向けた検討
・空家・空地の活用
・被災者の生活再建の場として選ばれるまちづくり

■地域内及び地域外へのアクセス強化（地域全体）
・災害発生直後や応急期に支援拠点としての機能
発揮に向けた道路ネットワークの整備
・応急期や復興期の人口動向に対応する道路・交
通ネットワークの整備

宇和島市街地

西予市、松山市

道の駅みま

三間町運動公園

吉田

鬼北町

鬼北町

コスモスホール

小中学校、三間分校 三間支所等

二名小、旧保育園

成妙小、旧保育園

誘導区域（立地適正化計画）

務田駅

伊予宮野下駅

二名駅

大内駅
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 ２．時間経過に応じた流れと事前の備え 

 大規模災害が発生した際には、迅速な避難を行った後に、住家を失った人は、指定避難所での生

活や応急仮設住宅等での生活を強いられることとなります。自宅の再建やまちの復興までは、長期

間を要する場合があり、それぞれの段階での生活の場を想定しておくことが重要です。 

 

 

図 大規模災害発生後の三間地域の行動・役割等 

 

 三間地域の事前復興まちづくりは、自らの命を守り、生活を取り戻すこととあわせて、復興支援

拠点として役割を担うことが重要です。大規模災害が発生したとしても、「復興まちづくりの姿」を

実現し、地域の維持・発展を図るため、「大規模災害から生活再建までの流れ」として、段階ごとの

「想定される流れ」と「三間地域の行動・役割等」、「事前の備え」について整理します。 

 

  

指
定
緊
急
避
難
場
所
等

①
津波から逃げる

②
救助を待つ

③
避難所等で生活

④
仮設住宅等で生活

⑤
生活を取り戻す

避
難

(

命
を
守
る
た
め
の
行
動)

応急仮設住宅（建設型）

家族・親戚の家等

(家が無事なら又は応急修理して)
自宅に戻る

賃貸住宅、市営住宅等
（みなし仮設含む）

指定避難所

（一時的に）
ホテル・宿泊施設等

（家が無事なら）
自宅に戻る

家族・親戚の家等

住宅を再建（地区内）

家族・親戚の家等
（地区内、地区外）

災害公営住宅（地区内）

(家が無事なら又は応急修理して)
自宅に戻る

住宅を再建、賃貸住宅
（地区外）

発災直後〜10分 １～７日 ～２、３ヵ月 ～２年 それ以降

発災

復興の姿を事前に考える時間経過に応じた役割等を事前に想定する

沿岸地域
等の

被災者の
行動等

三間地域
の行動・
役割等

物資の集積拠点、被災者の支援拠点等
（道の駅、各種施設等）

避難者の受入
（指定避難所等）

応急仮設住宅
の確保 再建の場所

命を守る 被災した場合は早期の復興（応急修理等）

地域活性化等
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２-１．大規模災害の発生から避難生活 

大規模災害の発生から避難生活までの時間経過に応じて、住民の皆様がとるべき行動を示すとと

もに、行動に応じた「事前の備え」について整理します。 

 

 

   

 

①命を守る 

■揺れから命を守る 

・大規模地震が発生した際

には、命を守るために身の

安全の確保 

■速やかな避難 

・ライフライン等に支障が

生じた場合は、指定避難所

等へ速やかな避難 

 

 

地域ワークショップ 

参加者の災害リスク 

 ①行動や取組のための備え 

■家屋等の耐震化 

（主として、住民・地域） 

・揺れから命を守るとともに、建物倒壊

等による避難の支障とならないよう

に、家屋等の耐震化 

■家具類の転倒等の対策 

（主として、住民・地域） 

・揺れによる家具の転倒・落下・移動を

防ぐため家具類の固定 

■地震火災への備え 

（主として、住民・地域、市） 

・空家等の除却 

・地震時の電気火災の発生防止に向け感

震ブレーカーの設置促進 

■避難路となる道路網の整備 

（主として、住民・地域、市） 

・避難路となる道路の拡幅整備等 

・避難路沿いのブロック塀等の除却・建

て替え 

・橋梁の耐震化の推進 

■避難訓練等への参加 

（主として、住民・地域） 

・避難訓練等への積極的な参加 

・指定緊急避難場所や避難経路の事前確

認 

  

発
災
直
後
～
10
分

S56年以前の家で耐震改

修等を実施していない

9%

S56年以前の家

で耐震改修を実

施している

9%

S56年以降

に建てた家

82%

わからない

0%

倒壊の危険性

想定される行動や取組 三間地域の役割 事前の備え 
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②救助を待つ 

■指定避難所等での滞在 

・家屋が無事だとしても、ラ

イフライン（電気、水等）

が使用できない状況の場

合は、指定避難所等での一

時的な滞在 

 

 

■沿岸地域と連携

し、指定避難所等

での被災者の受入 

・指定避難所等にお

いて、沿岸部の被災

者等の受入 

 

■物資拠点等として

の被災地支援 

・「愛媛県広域防災活

動要領」にて「広域

防災拠点※（広域物

資拠点）」に位置づ

けられている『道の

駅みま』をはじめと

した被災地支援拠

点としての活動 

 

②行動や取組のための備え 

■備蓄の確保 

（主として、住民・地域、市） 

・避難所への計画的な備蓄 

■物資の輸送手段の検討 

（主として、市） 

・非常時の物資等を確保する手段とし

て、ヘリコプターやドローンの活用を

検討 

■非常持出品等の準備 

（主として、住民・地域） 

・住民一人ひとりが非常持出品等の準備 

 

②三間地域の役割のための備え 

■道の駅みま等の機能強化 

（主として、市） 

・道の駅みまは「防災道の駅」※として選

定（令和７年５月）されたこともあり、

防災拠点機能の強化 

・道の駅みまの機能を高めるため、周辺

道路の整備等の条件整備 

・三間町運動公園等の活用可能な施設の

確認及び活用に向けた事前検討 

 

※「広域防災拠点」 

 「愛媛県広域防災活動要領」では、宇和島市内で「丸山公園」と「道の駅みま（宇和島市総合交

流拠点施設）」の２施設が広域防災拠点施設に位置づけられている。 

※「防災道の駅」 

 都道府県の地域防災計画等で、広域的な防災拠点に位置づけられている道の駅について、「防災道

の駅」として選定し、防災拠点としての役割を果たすための重点的な支援を実施。 

 全国で79駅あり、四国管内で８駅、愛媛県内では２駅（天空の郷さんさん（久万高原町））。 

  

１
～
７
日

想定される行動や取組 三間地域の役割 事前の備え 
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③避難所等で生活 

■指定避難所等での生活 

・家屋が無事だとしても、ラ

イフライン（電気、水等）

が使用できない状況の場

合は、指定避難所等での生

活 

■自宅での生活を取り戻す 

・家が無事で、ライフライン

等が復旧した場合は、速や

かに生活を取り戻す 

・応急修理等による速やか

な住まいの再建 

■被災地の支援活動 

・住民一人ひとりが、出来る

範囲での支援 

・地域づくり推進事業所も

みの木や女性消防団など

の既存組織の活動促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■沿岸地域と連携

し、指定避難所等

での被災者の受入

（継続） 

■ボランティア等の

受入施設の確保 

・ボランティアや被

災地支援に関わる

人・組織等の活動を

支える施設等の確

保 

 

 

 

 

 

 

■物資拠点等として

の被災地支援（継

続） 

③行動や取組のための備え 

■指定避難所等の確保 

（主として、住民・地域、市） 

・指定避難所等として活用可能な施設の

確保 

・復興支援拠点として活用する施設等と

の調整 

・沿岸部の被災者等の受入に向けた想定 

③三間地域の役割のための備え 

■避難所運営マニュアル等の作成 

（主として、住民・地域、市） 

・住民が主体となった円滑な避難所運営

に向けたマニュアル作成…役割分担、

防犯体制、ペットの受入ルール等 

・被災者等として三間地域での一時的な

住まいを確保すると想定される地域

との合同の避難所運営訓練等の実施 

■平時からの他地域との交流や合同

防災訓練（主として、住民・地域） 

・被災者等として三間地域での一時的な

住まいを確保すると想定される地域

との交流機会の創出 

・合同の防災訓練等による地域の連携強

化 

・車中泊体験等の大規模災害を想定した

訓練の実施 

■道の駅みま等の機能強化（継続） 

■災害時に活用可能な施設の検討 

（主として、住民・地域、市） 

・ボランティア等の活動拠点として活用

可能な施設等の事前検討 

  

～
２
，
３
ヵ
月
（
～
半
年
）

想定される行動や取組 三間地域の役割 事前の備え 
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２-２．応急期のまちづくり 

（１）基本的な考え方 

 三間地域では、避難生活から応急期・復興期において、多くの方が「自宅」を希望しています。

現実的に考えても「自宅」をあげる人が多くなっていますが、揺れやライフラインの被害等が生じ

る可能性もあることから、一時的に「地域内」を選ぶ方も見受けられます。 

 津波災害が発生しない地域であり、家屋の耐震化や地震火災への備え、ライフラインの早期復旧

等が進めば、希望に応じた生活の実現が可能となります。 

 そのため、自らの生活を速やかに取り戻すことを第一に、そして、宇和島市街地等の沿岸部の被

災者の受入等を想定します。 

 
図 地域ワークショップ参加者の避難生活から復興期までの住まいの場に関する意向 

 

  

85%

65%

85%

60%

85%

70%

15%

30%

15%

35%

5%

15%

5%

5%

5%
10% 10%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

希望 現実 希望 現実 希望 現実

避難生活 応急期 復興期

その他

地域外

地域内

自宅
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■応急期における宇和島市街地等との連携イメージ 

 応急期には、市全体で応急仮設住宅の建設候補地の不足が懸念される中で、三間地域にて一時

的な被災者の受入を想定します。 

 

①安全な地域の“強み”を活かした住まいの確保 

・津波による被害のおそれがない三間地域の強みを

活かし、安全な住まいの確保を図る。 

・宇和島市街地をはじめ、沿岸部の被災者の一時的

な住まいの場となる。 

・その際、早期の復興を図ることができる（定住が

可能）エリアとしての活用も見据える。 

②住まいの確保とあわせて検討が必要な事項 

・宇和島市街地等に立地する公共施設等も甚大な被

害を受ける可能性があり、被災を受けた際には三

間地域での仮設又は再建を図る。 

・住まいの確保とあわせて、被災者の生活支援及び

商業者等の事業継続に向けた仮設商店等の確保を

図る。 

 

  

応急期

吉田

松山市

津島

三間
（復興支援拠点）

宇和島市街地
（復旧、復興事業等）

津波被害
エリア

丸山公園等

住まい：
応急仮設住宅等

商業等：
仮設商店街等

公共施設等
：仮設又は再建

住まい・都市機能
等を仮配置

住まい：
応急仮設住宅等

安全な地域
（既存集落等）
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（２）想定される流れと三間地域の役割・事前の備え 

 

   

 

④応急仮設住宅等で生活 

■応急仮設住宅への入居等 

・自宅が被災し、再建まで

時間を要す場合は、応急

仮設住宅への入居等 

■自宅での生活を取り戻す

（継続） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■被災地の支援活動（継続） 

 

 

■応急仮設住宅等での被災

者の受入 

・応急仮設住宅等を確保

し、沿岸部の被災者等の

受入 

・応急仮設住宅の建設地等

の確保（民有地の提供） 

■ふるさと回帰型応急仮設

住宅の確保 

・早期の復興（再建）を図

るための住まいの確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

■物資拠点等としての被災

地支援（継続） 

 

④行動や取組のための備え 

■建設型応急住宅の建設候補地

の確保等 

（主として、住民・地域、市） 

・市有地以外の建設型応急住宅

の建設候補地の確保…農地

（ほ場未整備区画）などの活

用 

・土地所有者等との事前の話し

合い、協力者の確保…耕作中

の水田利用の際の取扱い等 

・応急仮設住宅の速やかな確保

に向けた準備（県との連携、資

機材の確保や業者等との協定

の締結等） 

■活用可能な空家・空地の把握 

（主として、住民・地域、市） 

・応急仮設住宅等として活用可

能な空家・空地の把握 

④三間地域の役割のための備え 

■道の駅みま等の機能強化（継続） 

■災害時に活用可能な施設の検

討（継続） 

 

 

  

～
２
年
（
～
５
年
）

想定される行動や取組 三間地域の役割 事前の備え 
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■応急仮設住宅等に入居し

た被災者等との交流 

・沿岸部から避難してきた

被災者等との交流による

コミュニティ醸成 

 

■被災者の受入とあわせた

生活基盤等の充実 

・応急仮設住宅の確保等と

あわせた生活基盤（道路

網や公共交通、店舗や公

共公益施設等）の充実 

 

 

 

■ボランティア等の受入施

設の確保（継続） 

 

④三間地域の役割のための備え 

■応急期の生活を支える生活基

盤・都市施設等の充実 

（主として、住民・地域、市） 

・多くの被災者等の受入が想定

されることから、生活基盤（道

路網や公共交通等）や都市施

設（店舗や病院等）の確保に向

けた事前検討 

■平時からの他地域との交流や

合同防災訓練（継続） 

■被災者支援や交流促進等に向

けた体制整備等 

（主として、住民・地域、市） 

・市や各種団体、地域等の連携の

もと被災者支援や交流促進に

取組む体制整備や相談窓口の

設置、人材の確保 

 

 

  

～
２
年
（
～
５
年
）

想定される行動や取組 三間地域の役割 事前の備え 
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 宇和島市全体で、津波の影響によって自宅

の再建が必要となる世帯の推計を行うと※、約

1.2万世帯（全世帯の38.6％）と想定されま

す。 

 

 

※東日本大震災の知見として、２ｍ以上の浸水深が想定される区域は、家屋が全壊する可能性が高いといわ

れており、地域ごとに含まれる建物比率から推計。 

 

 東日本大震災では、住家被害に対して約３割の世帯が応急仮設住宅に入居したといわれており、

約1.2万世帯×３割＝3,600世帯（＋α※）分の応急仮設住宅が必要となります。 

※揺れや火災、土砂災害等による被害を踏まえると、更に必要な戸数は多くなる可能性がある。 

 

 必要となる応急仮設住宅の3,600世帯（＋α）に対して、現在、公有地を対象に6,200戸の応

急仮設住宅の建設候補地を想定しています。ただし、津波災害警戒区域外では約3,200戸にとど

まり、津波による甚大な被害が生じた場合には、不足する可能性があります。 

 三間地域をはじめとする安全な地域において、民有地の活用も見据えながら、一時的な生活を

送る場として、また、再建を図る場としていくことが重要となります。 

 

  

小学校区 人口 世帯
明倫小学校 9,514 4,543 5,640 59.3% 2,716 59.8%
三浦小学校 833 332 573 68.8% 230 69.2%
番城小学校 9,304 4,011 720 7.7% 365 9.1%
宇和津小学校 3,494 1,657 29 0.8% 13 0.8%
鶴島小学校 4,480 2,290 3,488 77.8% 1,789 78.1%
天神小学校 4,228 2,123 2,297 54.3% 1,198 56.4%
遊子小学校 717 251 607 84.6% 212 84.6%
旧結出小学校 646 282 496 76.8% 217 76.8%
蒋淵小学校 263 132 208 79.3% 105 79.3%
戸島小学校（休校） 279 172 195 69.9% 120 69.9%
日振島小学校 246 121 209 85.1% 103 85.1%
和霊小学校 7,710 3,659 475 6.2% 244 6.7%
住吉小学校 4,324 1,987 3,330 77.0% 1,550 78.0%
高光小学校 1,405 554 0 0.0% 0 0.0%
吉田小学校 3,750 1,505 2,577 68.7% 1,046 69.5%
旧奥南小学校 1,345 514 755 56.2% 290 56.4%
旧喜佐方小学校 1,101 400 7 0.6% 2 0.6%
旧立間小学校 1,141 460 0 0.0% 0 0.0%
旧玉津小学校 1,435 476 1,062 74.0% 354 74.3%
三間小学校 3,107 1,239 0 0.0% 0 0.0%
成妙小学校 1,020 418 0 0.0% 0 0.0%
二名小学校 1,220 523 0 0.0% 0 0.0%
清満小学校 1,562 612 0 0.0% 0 0.0%
御槙小学校 296 156 0 0.0% 0 0.0%
岩松小学校 3,226 1,357 1,282 39.7% 557 41.0%
畑地小学校 879 380 14 1.6% 6 1.6%
下灘小学校 1,694 659 1,379 81.4% 536 81.3%
竹ヶ島小学校（休校） 12 6 4 29.5% 2 29.5%
北灘小学校 1,578 633 1,232 78.0% 494 78.0%
総計 70,809 31,452 26,578 37.5% 12,148 38.6%

世帯（再建対象）人口（再建対象）

【参考】一時的な住まいの確保が必要となる世帯数の目安（市全体）  
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図 住民意向による応急仮設住宅の建設候補地（第２回三間地域ワークショップ結果） 

 

■宇和島市街地（大浦地区）と連携した一時的な住まいの場の検討 

 三間地域の第３回地域ワークショップでは、南

海トラフ地震による津波によって甚大な被害が想

定される大浦地区自主防災会から４名の参加があ

りました。 

 避難期や応急期（応急仮設住宅の建設候補地）

における安全な住まいの場の確保について、意見

交換を実施しました。今回の取組をきっかけに、

大浦地区をはじめとする沿岸地域と三間地域の連

携を高めていきます。 

  

三間分校

正光会グラウンド

三間分校
※R8.3に閉校す
るため、活用可
能

畑もあり

旧教員住宅

道の駅の近く ICの近く
アクセス利便性

アクセス性が良い場所

（有）宇和島食菌
えのき工場

平地

住宅団地の空き
区画（未分譲地）
※雪が降るとアク
セスが大変

双葉産業の工場・
駐車場

JAえひめ南
三間ライスセン
ター

学校のグランド
（三間小、三間中、
三間分校）

畑

石場団地

特満団地の跡地

三間カントリー
カート有
（ゴルフ場）

畑

ＪＡえひめ南
三間育苗セン
ター

田んぼ、畑
ゲートボール場

石場団地

雑草地

農地
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（３）ふるさと回帰型応急仮設住宅の整備検討 

 三間地域の安全・安心な地域特性等を踏まえると、被災者の再建の場所としての選択肢となるこ

とが想定され、被災者意向等も踏まえながら「ふるさと回帰型応急仮設住宅」の整備を検討します。 

 ふるさと回帰型応急仮設住宅とは、みなし仮設住宅等で生活する被災者が定住することを目的と

し、集落内の空地等に戸建風の木造の建設型応急住宅を整備し、入居期間終了後は市町営住宅に転

用することを基本とするものです。 

 

 

出典：石川県HP 

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenju/saigai/documents/furusatokaiki.pdf 

 

  

参考：能登半島地震における石川県の取組
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■三間地域における「ふるさと回帰型応急仮設住宅」の建設候補地 

宇和島市立地適正化計画では、三間地域における誘導区域※を下図のように設定しています。誘導区

域※は、将来的にコンパクトなまちづくり（住まいや都市施設が集約したまち）を目指すものであり、

利便性の高いまちづくりの実現に向け、ふるさと回帰型応急仮設住宅の建設候補地は、誘導区域内を

想定します。 

そのため、誘導区域内の利用可能な空家や空地の調査等に取組みます。 

なお、災害の規模や被災者の定住意向等の状況によって、区域の見直しを検討します。 

 

※誘導区域とは、人口減少の中にあっても一定エリアにおいて人口密度を維持することにより、生活サービスや

コミュニティが持続的に確保されるよう、居住や都市機能（医療・福祉・商業等）を誘導する区域のこと。 

 

 

図 立地適正化計画に基づく誘導区域（三間地域） 
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２-３．復興まちづくり 

（１）基本的な考え方 

 三間地域は、自らの生活を速やかに取り戻すとともに、宇和島市街地等の沿岸部の被災者の受入

等を想定します。 

 また、応急仮設住宅として活用した土地については、地域の活性化に資する土地利用を促します。 

 

■三間地域と宇和島市街地等の連携イメージ（応急期から復興期） 

 宇和島市街地等の沿岸部は、大部分が津波災害警戒区域にあり、応急期において、三間地域との

連携・役割分担を図ることが重要です。 

 また、復興期においては、宇和島市街地は中心拠点として必要な施設・機能の再配置を行うこと

になりますが、安全な三間地域で、住まいや商業、公共施設等の各種施設の再建を選択することが

想定されます。 

 復興期のまちづくりにおいては、宇和島市街地の再生とあわせて、三間地域の活性化の両立を図

ります。 

 

 

  

応急期

吉田

松山市

津島

三間
（復興支援拠点）

宇和島市街地
（復旧、復興事業等）

津波被害
エリア

丸山公園等

住まい：
応急仮設住宅等

商業等：
仮設商店街等

公共施設等
：仮設又は再建

住まい・都市機能
等を仮配置

住まい：
応急仮設住宅等

安全な地域
（既存集落等）

復興期

吉田

松山市

津島

三間
（復興支援拠点）

津波浸水
エリア

安全な地域
（既存集落等）

住まい：再建

商業等：再建

公共施設等：再建

中心拠点の復興として必要な
施設・機能の再配置

商業等：再建

住まい：再建

公共施設等：再建

宇和島市街地
（中心拠点としての復興） 住まい：再建
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（２）想定される流れと三間地域の役割・事前の備え 

 

   

 

⑤生活を取り戻す 

■自宅での生活を取り戻す 

・必要に応じて災害公営住

宅の整備の検討 

■移住者等とのコミュニテ

ィの醸成 

・三間地域で再建を図る移

住者等との交流機会の創

出 

 

■被災者の再建の場所 

・沿岸部の被災者等の再建

の場所としての新たな住

宅地等の確保 

■ふるさと回帰型応急仮設

住宅を活用した再建 

・早期の復興（再建）を図

る住まいとして、ふるさ

と回帰型応急仮設住宅の

活用 

 

 

 

⑤行動や取組のための備え 

■地域コミュニティの維持・向

上 

（主として、住民・地域） 

・既存集落内の地域コミュニテ

ィの維持・向上 

■第一次産業の振興 

（主として、住民・地域、市） 

・農地等を応急仮設住宅の建設

地として活用したとしても、

農地の復元とあわせた担い手

となる農業者等の確保・育成

に向けた取組の検討 

■道の駅みまを中心とした地域

振興 

（主として、住民・地域、市） 

・地域における産業振興の拠点

として、道の駅みまを中心と

した商業・観光の振興 

・防災道の駅としての機能強化 

 

 

  

そ
れ
以
降

想定される行動や取組 

 

三間地域の役割 事前の備え 
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■被災者の受入とあわせた

生活基盤等の充実 

・住まいの再建等とあわせ

た生活基盤（道路網や公

共交通、店舗や公共公益

施設等）の充実 

 

 

 

 

■中心拠点としての地域活

力の維持・向上 

・応急仮設住宅の建設地や

建物（撤去後）の有効活

用 

 

⑤三間地域の役割のための備え 

■住民生活を支える生活基盤・

都市施設等の充実 

（主として、住民・地域、市） 

・現在から暮らしやすいまちづ

くりに向けた検討 

・多くの被災者等の受入が想定

されることから、生活基盤（道

路網や公共交通等）や都市施

設（店舗や病院等）の確保に向

けた事前検討 

■地域の活性化につながる土地

利用の事前検討 

（主として、住民・地域、市） 

・応急仮設住宅の建設地として

活用した跡地の活用方法の事

前検討 

・応急仮設住宅として活用した

住宅等の活用方法の事前検討 

・被災者の再建に活用できる空

家・空地の把握 

■新たなまちの形成 

（主として、住民・地域、市） 

・被災者等が生活再建を図る新

たなまちの形成 

 

 

 

そ
れ
以
降

想定される行動や取組 

 

三間地域の役割 事前の備え 
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第４章 三間地域の復興事前準備 

 

 １．復興事前準備の位置付け 

 復興事前準備とは、「起こりうる被害を想定し、被害からの復興を準備する。」ことであり、災害

が起きるその時まで、着実に進めていく必要があります。 

そのため、大規模災害からの復興まちづくりを踏まえつつ、今、現在のまちづくりにも資する取

組として、「第３章 ２．時間経過に応じた流れと事前の備え」で整理した「事前の備え」について、

地域住民や関係機関等との協働のもと計画的に取組みます。 

 

 

図 復興事前準備の位置付け 

参照：事前復興まちづくり計画検討のためのガイドライン（国土交通省 2023年７月） 

  

事前の対応
災害を想定し、起こりうる問題を把握する。

両立

被害想定から復興を準備し、
迅速に復興する

復興事前準備

起こりうる被害を想定し、被害からの復興を
準備する。
・復興計画の策定手順や復興の進め方を検討
・復興における目標等を事前に検討・共有
・行政職員に復興イメージトレーニングを実施
・地域住民と復興まちづくり訓練を実施
・復興まちづくり計画を事前に検討する 等

被害を防ぎ、最小化する

防災・減災対策

被害を顕現し、災害対応で被害拡大を防ぐ。
・建物の耐震化・不燃化等
・防災まちづくり（市街地整備）
・都市施設（インフラ）の整備
・避難地、避難路の整備
・ハザードマップの活用 等
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 ２．復興事前準備 

 大規模災害からの復興まちづくりを踏まえつつ、今、現在のまちづくりに資する取組として、以

下のような施策・事業等の推進を図ります。 

 

【主に、避難期のまちづくりを見据えた取組（案）】（再掲） 

■指定避難所等の確保 （主として、住民・地域、市） 

・指定避難所等として活用可能な施設の確保 

・復興支援拠点として活用する施設等との調整 

・沿岸部の被災者等の受入に向けた想定 

 

■避難所運営マニュアル等の作成 （主として、住民・地域、市） 

・住民が主体となった円滑な避難所運営に向けたマニュアル作成…役割分担、防犯体制、ペッ

トの受入ルール等 

・被災者等として三間地域での一時的な住まいを確保すると想定される地域との合同の避難所

運営訓練等の実施 

 

■平時からの他地域との交流や合同防災訓練 （主として、住民・地域） 

・被災者等として三間地域での一時的な住まいを確保すると想定される地域との交流機会の創

出 

・合同の防災訓練等による地域の連携強化 

・車中泊体験等の大規模災害を想定した訓練の実施 

 

■道の駅みま等の機能強化 （主として、市） 

・道の駅みまは「防災道の駅」として選定（令和７年５月）されたこともあり、防災拠点機能

の強化 

・道の駅みまの機能を高めるため、周辺道路の整備等の条件整備 

・三間町運動公園等の活用可能な施設の確認及び活用に向けた事前検討 

 

■災害時に活用可能な施設の検討 （主として、住民・地域、市） 

・ボランティア等の活動拠点として活用可能な施設等の事前検討 
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【主に、応急期のまちづくりを見据えた取組（案）】（再掲） 

■建設型応急住宅の建設候補地の確保等 （主として、住民・地域、市） 

・市有地以外の建設型応急住宅の建設候補地の確保…農地（ほ場未整備区画）などの活用 

・土地所有者等との事前の話し合い、協力者の確保…耕作中の水田利用の際の取扱い等 

・応急仮設住宅の速やかな確保に向けた準備（県との連携、資機材の確保や業者等との協定の

締結等） 

 

■活用可能な空家・空地の把握 （主として、住民・地域、市） 

・応急仮設住宅等として活用可能な空家・空地の把握 

 

■道の駅みま等の機能強化（継続） 

 

■災害時に活用可能な施設の検討（継続） 

 

■応急期の生活を支える生活基盤・都市施設等の充実 （主として、住民・地域、市） 

・多くの被災者等の受入が想定されることから、生活基盤（道路網や公共交通等）や都市施設

（店舗や病院等）の確保に向けた事前検討 

 

■平時からの他地域との交流や合同防災訓練（継続） 

 

■被災者支援や交流促進等に向けた体制整備等 （主として、住民・地域、市） 

・市や各種団体、地域等の連携のもと被災者支援や交流促進に取組む体制整備や相談窓口の設

置、人材の確保 
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【主に、復興まちづくりを見据えた取組（案）】（再掲） 

■地域コミュニティの維持・向上 （主として、住民・地域） 

・既存集落内の地域コミュニティの維持・向上 

 

■第一次産業の振興 （主として、住民・地域、市） 

・農地等を応急仮設住宅の建設地として活用したとしても、農地の復元とあわせた担い手とな

る農業者等の確保・育成に向けた取組の検討 

 

■道の駅みまを中心とした地域振興 （主として、住民・地域、市） 

・地域における産業振興の拠点として、道の駅みまを中心とした商業・観光の振興 

・防災道の駅としての機能強化 

 

■住民生活を支える生活基盤・都市施設等の充実 （主として、住民・地域、市） 

・現在から暮らしやすいまちづくりに向けた検討 

・多くの被災者等の受入が想定されることから、生活基盤（道路網や公共交通等）や都市施設

（店舗や病院等）の確保に向けた事前検討 

 

■地域の活性化につながる土地利用の事前検討 （主として、住民・地域、市） 

・応急仮設住宅の建設地として活用した跡地の活用方法の事前検討 

・応急仮設住宅として活用した住宅等の活用方法の事前検討 

・被災者の再建に活用できる空家・空地の把握 

 

■新たなまちの形成 （主として、住民・地域、市） 

・被災者等が生活再建を図る新たなまちの形成 

  

 

  



 

参考資料  

■地域ワークショップの開催状況 

 地域住民との協働による計画策定として、以下に示す地域ワークショップ等を行いながら検討を進

めました。 

 主なテーマ 参加者数 

第１回 

三間地域WS 

R７.８.23 

■大規模災害からの復興を考える 

【説 明】①想定される南海トラフ地震の被害、地域の状況(人口推移等) 

     ②避難期、応急・復旧期、復興期（基本、現地再建）の時間経

過に応じた住まいの場 

【ワーク】①避難から応急・復旧、復興の段階ごとの住まいの場を考える 

     ②それぞれの段階における課題や対策を考える（平成30年７月

豪雨災害からの復興の振り返り、復興支援拠点としての受入

側の役割等を含む） 

20人 

第２回 

三間地域WS 

R７.10.25 

■復興支援拠点からまちづくりへの展開等を考える 

【説 明】①東日本大震災の復興まちづくりの事例 … 復興支援拠点、

応急仮設住宅等の受入、防災集団移転促進事業(移転先の視点) 

     ②応急仮設住宅建設地の跡地利用 

【ワーク】①応急仮設住宅として活用可能な候補地を考える（民有地） 

     ②応急仮設住宅の跡地利用や被災者の受入後（住み続けること

を選択する市民等がいる中で）のまちの活性化を考える 

19人 

第３回 

三間地域WS 

R７.12.13 

■大規模災害時における三間地域の役割等を考える 

【説 明】①三間地域事前復興まちづくり計画（たたき台）の検討 

【ワーク】①大規模災害時の三間地域の役割と事前の備え等について考える 

■東京大学からの提案 

26人 

第４回 

三間地域WS 

R８.２.11 

■復興まちづくりに向けた備え（事前実施）を考える 

【説 明】①これまでの結果をとりまとめた事前復興まちづくり計画（素案）の説明 

【ワーク】①事前に実施すべき事項を考える 

     ②自分や地域ができることを考える 

12人 

 

 
図 地域ワークショップの開催状況 

大浦地区自主防災会の方々に参加いただき、 
被災者の立場からのご意見をいただきました 
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三間地域事前復興まちづくり計画（案） 
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